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若槻　明彦氏

　
選
考
委
員
会
当
日
は
、
選

考
委
員
な
ら
び
に
過
去
の
受

賞
者
の
う
ち
故
人
を
除
く
29

名
を
推
薦
人
と
し
て
、
推
薦

さ
れ
た
候
補
者
の
功
績
調
書

を
も
と
に
、
厳
正
な
審
査
が

行
わ
れ
、
愛
知
医
科
大
学
産

婦
人
科
学
教
室
主
任
教
授
若

槻
明
彦
氏（
64
）の
受
賞
が
決

ま
っ
た
。
こ
れ
で
受
賞
者
数

は
39
名
。内
訳
は
医
師
36
名
、

看
護
職
３
名
と
な
っ
た
。

【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
若
槻
明
彦
氏
は
１
９
８
４

年
愛
知
医
科
大
学
卒
業
後
、

高
知
医
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
入
局
（
産
婦
人

科
）
。
89
年
か
ら
91
年
ま

で
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ア
ー
バ
イ
ン
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ

ー
。
帰
国
後
、
95
年
に
高
知

医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
講
師
、

２
０
０
１
年
助
教
授
・
副
部

長
な
ど
を
経
て
、
05
年
に
愛

知
医
科
大
学
産
婦
人
科
学
教

室
主
任
教
授
に
就
任
し
現
在

に
至
る
。
11
年
か
ら
18
年
に

は
同
病
院
副
院
長
、
14
年
か

ら
22
年
３
月
ま
で
同
副
学

長
、
19
年
か
ら
22
年
３
月
ま

で
同
医
学
部
長
・
医
学
研
究

科
長
を
歴
任
。

　
専
門
は
腹
腔
鏡
下
手
術
、

周
産
期
医
学
、
更
年
期
医

学
、
性
差
医
学
と
幅
広
い
。

研
究
面
で
は
、
①
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
と
動
脈
硬
化
②
骨
粗
鬆

し
ょ
う

症
③
子
宮
内
膜
症
④
ホ
ル
モ

ン
療
法
な
ど
女
性
の
予
防
医

学
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

る
。

　
中
で
も
、
子
宮
内
膜
症
女

性
で
は
血
管
内
皮
機
能
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
心
血

管
疾
患
の
リ
ス
ク
が
上
昇
す

る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
炎
症
性
疾
患
の
子
宮
内

膜
症
で
は
、
子
宮
内
の
炎
症

が
閉
経
時
ま
で
慢
性
的
に
続

く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ

う
に
長
期
間
炎
症
に
晒さ

ら

さ
れ

る
と
血
管
内
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
大
き
く
な
り
、
動
脈
硬
化

や
心
筋
梗
塞
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
若
槻
氏

は
、
さ
ら
に
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
欠
乏
に
伴
う
脂
質
異
常
症

　
わ
が
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
る
第
一
人
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
呈
す
る
「
松
本
賞
」
。
そ
の

第
27
回
選
考
委
員
会
が
３
月
20
日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
今
回
の
受
賞
者
は
、
愛
知
医
科
大
学
産
婦
人
科
学
教
室
主
任
教
授
若
槻
明
彦

氏
（
64
）
に
決
定
し
た
。

い
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
若
槻
氏
は
、
「
閉
経
前

後
に
見
ら
れ
る
、
体
の
ほ
て

り
や
大
量
の
発
汗
と
い
っ
た

症
状
で
産
婦
人
科
を
受
診
す

る
患
者
を
診
る
際
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
や
骨
密
度
の
検

査
を
し
て
、
そ
の
と
き
の
状

態
と
予
防
法
を
伝
え
れ
ば
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

を
低
減
で
き
る
」
と
力
説
す

る
。

　
17
年
11
月
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
第
32
回
日
本
女
性
医

学
学
会
に
お
い
て
理
事
長
に

　
子
宮
頸け

い

が
ん
な
ど
を
防
ぐ

た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
。

従
来
の
２
価
・
４
価
ワ
ク
チ

ン
に
加
え
て
、
４
月
１
日
よ

り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
中

で
も
高
い
感
染
予
防
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
９
価
ワ

ク
チ
ン
が
加
わ
り
、
公
費
で

の
定
期
接
種
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
厚
生
労

働
省
は
３
月
に
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
情
報
提
供
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
（
定
期
接
種
対
象
者
と

保
護
者
向
け
、
医
療
従
事
者

向
け
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
対
象
者
向
け
な
ど
）
を
改

訂
し
、
周
知
を
推
進
し
て
い

る
。
２
価
・
４
価
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
公
費

で
接
種
す
る
こ
と
が
可
能
と

し
て
い
る
。

　
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回

数
は
、
開
始
す
る
年
齢
に
よ

り
異
な
り
、
15
歳
未
満
で
１

回
目
を
接
種
し
た
場
合
は
２

回
接
種
、
15
歳
に
な
っ
て
か

ら
１
回
目
の
接
種
を
し
た
場

合
は
３
回
接
種
す
る
。

　
全
国
の
小
中
高
校
お
よ
び

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、

子
ど
も
を
性
犯
罪
・
性
暴
力

か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
生い

の
ち命
の
安
全
教
育
」

が
、
４
月
１
日
よ
り
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
政
府
が

決
定
し
た
「
性
犯
罪
・
性
暴

力
対
策
の
強
化
の
方
針
」

（
２
０
２
１
年
６
月
）
に
基

づ
き
、
子
ど
も
の
発
達
段
階

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

「
生
命
を
大
切
に
す
る
」

「
加
害
者
に
な
ら
な
い
」

「
被
害
者
に
な
ら
な
い
」

「
傍
観
者
に
な
ら
な
い
」
た

め
の
教
育
を
実
施
す
る
内

容
。
内
閣
府
と
文
部
科
学
省

が
作
成
し
た
教
材
と
指
導
の

手
引
き
を
使
用
す
る
。

　
教
材
の
内
容
は
、
小
学
校

で
は
、
１
年
生
で
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ゾ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
性
暴

力
に
遭
っ
た
と
き
の
対
処

法
・
相
談
先
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
気

を
付
け
る
こ
と
、
中
学
校
で

は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
つ
い

て
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
文
科
省
は
今
後
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
多
種
多
様

な
指
導
モ
デ
ル
を
取
り
ま
と

め
、
指
導
展
開
事
例
と
し
て

周
知
・
展
開
を
図
っ
て
い

く
。

　
ま
た
、
同
安
全
教
育
に
関

す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事

例
の
紹
介
、性
犯
罪
・
性
暴
力

対
策
に
関
す
る
政
府
の
取
り

組
み
や
現
状
に
つ
い
て
「
生

命
の
安
全
教
育
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
同
安
全

教
育
の
全
国
展
開
を
強
力
に

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

や
血
管
内
皮
機
能
の
低
下
が

心
血
管
疾
患
上
昇
の
原
因
で

あ
る
こ
と
を
解
明
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
更
年
期
女
性

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
深
く
関

与
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
産
婦
人
科
領
域
で
は

十
分
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は

就
任
、
現
在
３
期
目
。
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本
産

科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
、
日

本
女
性
栄
養
・
代
謝
学
会
、

日
本
産
婦
人
科
乳
腺
医
学

会
、
日
本
エ
ン
ド
メ
ト
リ
オ

ー
シ
ス
学
会
の
各
理
事
、
日

本
動
脈
硬
化
学
会
の
評
議
員

も
務
め
て
い
る
。

　
以
上
、
わ
が
国
の
女
性
医

学
を
中
心
と
し
た
医
療
の
第

一
人
者
と
し
て
の
氏
の
優
れ

た
研
究
業
績
と
幅
広
い
学
識

に
加
え
、
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
等
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
「
松
本
賞
」
は
本
会
・
故

松
本
清
一
元
会
長
の
名
を
冠

し
た
顕
彰
制
度
で
、
わ
が
国

の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
分
野
に
お
け
る
第
一
人

者
に
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

て
本
会
が
贈
呈
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
選
考
委
員
会
は
、
日
本
産

婦
人
科
医
会
か
ら
木
下
勝

之
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

か
ら
小
西
郁
生
、
日
本
生
殖

医
学
会
か
ら
吉
村
泰
典
、
日

本
女
性
医
学
学
会
か
ら
若
槻

明
彦
（
当
日
欠
席
）
、
ジ
ョ

イ
セ
フ
か
ら
石
井
澄
江
、
本

会
か
ら
北
村
邦
夫
で
構
成
さ

れ
た
（
敬
称
略
）
。

女
性
の
予
防
医
学
、ヘル
ス
ケ
ア
の
発
展
に
尽
力

第27回
松本賞

若
槻
明
彦
氏（
愛
知
県
）に
授
与

「
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」

「
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」

公
費
で
の
定
期
接
種
開
始

公
費
で
の
定
期
接
種
開
始

小
中
高
校
で

小
中
高
校
で

「「
生生い

の
ち

い
の
ち命命

の
安
全
教
育
」始
ま
る

の
安
全
教
育
」始
ま
る
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子
ど
も
の
権
利
の
保
障
を

明
記
し
た「
こ
ど
も
基
本
法
」

の
施
行
と
と
も
に
、
４
月
に

発
足
し
た
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」。同
庁
は
、内
閣
府
の
子

ど
も
・
子
育
て
本
部
や
、
厚

生
労
働
省
の
子
ど
も
家
庭
局

な
ど
が
所
管
し
て
い
た
子
ど

も
関
連
行
政
事
務
を
移
管
・

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
記

録
と
緊
急
性
の
高
い
項
目
が

冊
子
に
収
め
ら
れ
、妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
は
、「
母
子
健
康
手
帳

情
報
支
援
サ
イ
ト
」
で
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
な

変
更
点
は
以
下
の
と
お
り
。

省
令
様
式
の
変
更

　
産
後
ケ
ア
や
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

地
域
の
子
育
て
に
関
す
る
相

談
機
関
を
利
用
し
た
際
に
記

録
す
る
欄
が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
。
生
後
２
週
間
ご
ろ
と

２
か
月
ご
ろ
の
記
録
欄
が
追

加
さ
れ
た
。
ま
た
１
か
月
ご

ろ
以
降
の
記
録
欄
に
お
い
て

は
、
寝
か
せ
る
と
き
の
体
勢

や
、
自
動
車
乗
車
時
の
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
、
保

護
者
自
身
の
睡
眠
に
つ
い
て

の
質
問
が
新
た
に
追
加
さ
れ

た
。
ま
た
、
「
父
親
や
周
囲

の
方
の
記
録
」
欄
が
新
た
に

設
け
ら
れ
た
。

任
意
様
式
の
変
更

　
窒
息
時
の
応
急
手
当
や
心

肺
蘇
生
法
、
緊
急
時
の
連
絡

先
等
の
緊
急
性
の
あ
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

災
害
時
の
連
絡
方
法
・
避
難

場
所
の
連
絡
先
等
の
ペ
ー
ジ

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
学
童
期
以
降
の
記
録
欄

や
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

を
し
た
と
き
の
記
録
欄
も
追

加
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
変
更

　
厚
労
省
は
４
月
よ
り
、
出

産
時
に
公
的
医
療
保
険
か
ら

支
払
わ
れ
る
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
を
、
こ
れ
ま
で

の
原
則
42
万
円
か
ら
、
全
国

一
律
50
万
円
に
引
き
上
げ

た
。
医
療
機
関
で
の
平
均
出

産
費
用
は
、
こ
こ
10
年
、
毎

年
平
均
で
１
・
４
％
上
昇
し

て
お
り
、
一
時
金
支
給
額

は
、
こ
れ
を
全
て
賄
え
る
額

を
推
計
し
、
設
定
さ
れ
た
。

　
生
産
年
齢
人
口
が
急
激
に

減
少
し
て
い
る
わ
が
国
に
お

い
て
、
特
に
少
子
化
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
下
で
出
生
数
が
将

来
人
口
推
計
よ
り
も
７
年
程

度
早
く
減
少
す
る
な
ど
少
子

化
が
進
行
し
て
い
る
。
少
子

化
を
克
服
し
、
子
育
て
を
社

会
全
体
で
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
出
産
育
児
一
時
金
に
係
る

費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
導
入
し
た
。
支
援
割

合
は
、
現
行
の
現
役
世
代
・

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
負
担

に
応
じ
、
対
象
額
の
７
％
と

し
て
い
る
。

　
４
月
１
日
、
育
児
・
介
護

休
業
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
常
時
雇
用
す
る

労
働
者
が
１
０
０
０
人
を
超

え
る
企
業
の
事
業
主
は
、
男

性
労
働
者
の
育
児
休
業
な
ど

の
取
得
状
況
を
年
１
回
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
。
公
表
内
容
は
、
①
育
児

休
業
等
の
取
得
状
況
、
お
よ

び
②
育
児
休
業
等
と
育
児
目

的
休
暇
の
取
得
割
合
―
の
い

ず
れ
か
の
割
合
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
一
般
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
公
表
す
る
。

　
公
表
期
限
の
目
安
は
、
事

業
年
度
末
（
決
算
時
期
）
か

ら
、
お
お
む
ね
３
か
月
以
内

ま
で
。
厚
労
省
は
、
育
児
休

業
は
「
子
を
養
育
す
る
た
め

の
休
業
」
で
あ
り
、
男
女
が

と
も
に
育
児
に
主
体
的
に
取

り
組
む
た
め
に
、
労
働
者
が

希
望
す
る
と
お
り
の
期
間
の

休
業
を
申
出
・
取
得
で
き
る

よ
う
、
事
業
主
は
上
司
・
同

僚
の
理
解
も
含
め
て
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
い
雇
用
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

と
し
て
い
る
。

た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政

策
立
案
と
実
践
、評
価
、改

善
」な
ど
を
所
掌
。子
ど
も
の

育
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
こ

ど
も
成
育
局
は
「
妊
娠
・
出

産
の
支
援
、
母
子
保
健
、
成

育
医
療
等
基
本
方
針
の
策

定
」「
就
学
前
の
全
て
の
こ
ど

も
の
育
ち
を
保
障
す
る
た
め

の
指
針
の
策
定
、
認
定
こ
ど

も
園
教
育
保
育
要
領
・
保
育

所
保
育
指
針
の
双
方
を
文
部

科
学
省
と
と
も
に
策
定
」「
相

談
対
応
や
情
報
提
供
の
充

実
、
全
て
の
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」「
こ
ど
も
の
安

全
」な
ど
を
所
掌
す
る
。支
援

が
必
要
な
子
ど
も
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
こ
ど
も
支
援
局
は

「
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
や
家
庭
に
対
す
る
年
齢

や
制
度
の
壁
を
克
服
し
た
切

れ
目
な
い
包
括
的
支
援
」「
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
、

社
会
的
養
護
の
充
実
及
び
自

立
支
援
」
「
こ
ど
も
の
貧
困

対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支

援
」「
障
害
児
支
援
」「
い
じ
め

防
止
を
担
い
文
部
科
学
省
と

連
携
し
て
施
策
を
推
進
」
な

ど
を
所
掌
す
る
。

令
和
５
年
度
の
予
算

　
令
和
５
年
度
の
こ
ど
も
家

庭
庁
当
初
予
算
案
は
、
お
よ

そ
４
・
８
兆
円
で
、
令
和
４

年
度
の
第
２
次
補
正
予
算
で

前
倒
し
で
実
施
し
た
も
の
な

ど
を
含
め
る
と
、
５
・
２
兆

円
規
模
と
な
る
。
対
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
「
出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
」
の
継

続
実
施
や
保
育
士
等
の
処
遇

改
善
、
保
育
所
等
の
受
け
皿

整
備
な
ど
に
よ
り
、
約
１
２

３
３
億
円
（
＋
２
・
６
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

（
別
表
参
照
）

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」発
足

集
約
し
、
各
府
省
庁
に
ま
た

が
っ
て
い
た
子
ど
も
関
連
施

策
を
一
元
的
に
担
う
た
め
に

誕
生
し
た
。
「
常
に
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考

え
、
こ
ど
も
に
関
す
る
取
り

組
み
・
政
策
を
我
が
国
社
会

の
真
ん
中
に
据
え
て
こ
ど
も

の
視
点
で
、
こ
ど
も
を
取
り

巻
く
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
視
野

に
入
れ
、
権
利
を
保
障
し
、

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
ず
、
健

や
か
な
成
長
を
社
会
全
体
で

後
押
し
す
る
た
め
の
新
た
な

司
令
塔
」
と
し
て
、
内
閣
府

の
外
局
に
設
置
さ
れ
る
。
子

ど
も
が
、
自
立
し
た
個
人
と

し
て
等
し
く
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も
と

家
庭
の
福
祉
の
増
進
・
保
健

の
向
上
等
の
支
援
、
子
ど
も

の
権
利
利
益
の
擁
護
を
主
な

任
務
と
し
て
い
る
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
組
織
体
制

　
同
庁
の
内
部
組
織
は
、
長

官
官
房
、
こ
ど
も
成
育
局
、

こ
ど
も
支
援
局
の
１
官
房
２

局
４
３
０
名
体
制
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
。
長
官
官
房

（
企
画
立
案
・
総
合
調
整
部

門
）
は
組
織
全
体
を
取
り
ま

と
め
る
部
門
で
、「
こ
ど
も
の

視
点
、
子
育
て
当
事
者
の
視

点
に
立
っ
た
政
策
の
企
画
立

案
・
総
合
調
整
（
こ
ど
も
大

綱
の
策
定
、
少
子
化
対
策
、

こ
ど
も
の
意
見
聴
取
と
政
策

へ
の
反
映
等
）」「
必
要
な
支

援
を
必
要
な
人
に
届
け
る
た

め
の
情
報
発
信
や
広
報
等
」

「
デ
ー
タ
・
統
計
を
活
用
し

点
は
、
「
10
か
国
語
対
応
母

子
健
康
手
帳
」
「
点
字
版
母

子
健
康
手
帳
」
「
テ
キ
ス
ト

デ
イ
ジ
ー
版
母
子
健
康
手

帳
」
（
い
ず
れ
も
本
会
発

行
）
に
も
反
映
さ
れ
る
。

表１　2023年度版母子健康手帳冊子及びウェブの掲載項目

省令様式
●子の保護者・出生届出済証明
●妊婦の健康状態等　　●妊婦の職業と環境
●妊娠中の記録　　　　●妊娠中の経過
●検査の記録　　　　　●父親や周囲の方の記録
●両親学級などの受講記録
●妊娠中と産後の歯の状態
●出産の状態
●出産後の母体の経過・母親自身の記録
●産後ケアの記録・利用記録
●新生児期の経過・記録（早期・後期）
● 検査の記録・保護者の記録（２週間頃）
●うんちの色に注意しましょう
● 保護者の記録・健康診査の記録
　（１か月児～６歳児）
●乳幼児身体発育曲線　●幼児の身長体重曲線
●予防接種の記録

すこやかな妊娠と出産のために
●すこやかな妊娠と出産のために
●新生児（生後約4週間までの赤ちゃん）
●育児のしおり
●予防接種（種類、受ける時期等）
●妊娠中と産後の食事　●乳幼児期の栄養 
●お口と歯の健康

子育てに関する制度・相談窓口
● 働く女性・男性のための出産、育児に関する
制度
●主な医療給付等の制度 
こどもの病気やけが・事故の予防
●こどもの病気やけが　　●事故の予防
●ものがのどにつまった時の応急手当
●心肺蘇生法
その他
●児童憲章

https://mchbook.cfa.go.jp/
妊娠・出産・子育ての最新情報が閲覧できる。

任意様式
●予防接種の記録
●今までにかかった主な病気
●歯の健康診査、保健指導、予防処置
●胎児の発育について
●成長曲線
● 学童期以降の記録（小学生・中学生以降）
● お母さん・お父さんの悩みや子育てに関する
相談、相談窓口
●災害の備え・対策
●母性健康管理指導事項連絡カード
●母子健康手帳について
●ものがのどにつまった時の応急手当
●心肺蘇生法

記録用の項目と、緊急性の高い項目が
盛り込まれた。

第１　こどもの視点に立った司令塔機能の発揮、こども基本法の着実な施行
１ こども大綱の策定・推進 1.4億円
２ こども基本法・児童の権利に関する条

約の普及啓発 
0.3億円

３ こどもの意見聴取と政策への反映 2.3億円（うちR4年度補正0.5億円）
４ こども政策に関するデータ・統計と

EBPMの充実
0.5億円

第２　結婚・妊娠・出産・子育てに夢や希望を感じられる社会の実現、少子化の克服
１ 地域の実情や課題に応じた少子化対策 100億円（うちR4年度補正90億円）
２ 子育て世帯を優しく包み込む社会的機

運の醸成のための情報発信
2.5億円

３ 妊娠期から子育て期の包括的な切れ目
のない支援

1,905億円（うちR4年度補正1,374億円）

４ 高等教育の無償化 5,311億円

第３　全てのこどもに、健やかで安全・安心に成長できる環境を提供する
１ 総合的な子育て支援 3兆6,050億円（うちR4年度補正1,920億円）
２ こどもの居場所づくり支援 1,438億円の内数（うちR4年度補正58億）
３ こどもの安全・安心 286億円（うちR4年度補正262億円）

第４　成育環境にかかわらず誰一人取り残すことなく健やかな成長を保障する
１ 児童虐待防止対策・社会的養育の迅速

かつ強力な推進
1,721億円の内数（うちR4年度補正45億円）

２ ひとり親家庭等の自立支援の推進 1,694億円（うちR4年度補正30億円）
３ 障害児支援体制の強化 4,745億円の内数
４ 地域におけるいじめ防止対策の体制構

築の推進
2.1億円

５ ヤングケアラーなどの困難な状況にあ
るこども・家庭に対する支援

216億円の内数

６ 潜在的に支援が必要なこどもをアウト
リーチ支援につなげるためのこどもデ
ータ連携の推進

12億円（うちR4年度補正12億円）

令和５年度当初予算案 金額は、令和５年度当初予算案と令和４年度第２次補正予算の合計

〈参考〉 この外、こども政策に関連する主なものとしては、厚生労働省において、出産育児一時金（医療
保険制度）の増額（42万円→50万円）を実施。また、育児休業給付（0.8兆円）を確保。

冊 子

WEB 母子健康手帳情報支援サイト

母子健康手帳

２
０
２
３
年
４
月

―主な変更点と内容

2023年度版
11年ぶり
の大改定

出
産
育
児
一
時
金

出
産
育
児
一
時
金

5050
万
円
に
引
き
上
げ

万
円
に
引
き
上
げ

男
性
育
休
取
得
促
進
へ

男
性
育
休
取
得
促
進
へ

育
休
取
得
率
公
表
を
義
務
化

育
休
取
得
率
公
表
を
義
務
化
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　Reproductive Health 
and Rights

（
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
）
と
は
、
子

ど
も
を
産
む
こ
と
に
関
し

て
、
い
つ
、
何
人
、
誰
と
の

間
の
子
を
持
つ
か
、
持
た
な

い
か
を
問
わ
ず
、
健
康
が
社

会
に
守
ら
れ
た
上
で
、
個
々

に
選
択
権
が
あ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。Reproductive 

Health and Rights

の
た

め
に
は
、
い
つ
、
誰
と
セ
ッ

ク
ス
す
る
か
を
自
ら
が
決
め

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
全

て
の
個
人
が
、
自
分
の
心
と

体
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
セ

ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
、
健
康

が
守
ら
れ
、
選
択
権
が
あ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
を

Sexual H
ealth and 

Rights

と
い
い
ま
す
。
２
つ

合
わ
せ
て
、S

ex
u
al 

Reproductive H
ealth 

and Rights

（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）

と
い
う
用
語
が
広
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
根
幹
は
、

Bodily Autonom
y

（
か
ら

だ
の
自
己
決
定
権
）
で
す
。

家
族
や
社
会
な
ど
、
自
分
で

は
な
い
も
の
に
選
択
を
押
し

付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
自
由
に
選
択
で
き
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
で
は
、
自
分
の
選
択
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
例
え
ば
、
15
歳
の
女
の
子

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人

に
会
い
に
行
く
と
き
、「
会
い

に
行
く
と
エ
ッ
チ
な
こ
と
を

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
怖

い
け
ど
、
会
い
に
行
か
な
く

て
こ
の
人
が
連
絡
を
く
れ
な

く
な
る
方
が
怖
い
」
と
言
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。一
見
、彼

女
は
自
分
で
選
択
し
て
彼
に

会
い
に
行
っ
た
、
と
も
言
え

そ
う
で
す
。し
か
し
こ
れ
は
、

そ
の
よ
う
に
選
択
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
に
持
っ
て
い
か

れ
た
、
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
選
択

に
関
し
て
は
、文
化
、社
会
や

身
近
な
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な

ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に

選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
の
に
、
あ
た
か
も
自

己
選
択
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。児
童
婚
、性
虐
待
、性
暴

力
は
も
ち
ろ
ん
、
結
婚
や
出

産
な
ど
も
、
社
会
通
念
や
周

囲
か
ら
の
圧
力
で
、
す
る
・

し
な
い
を
決
め
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
根
幹
で
あ
る

Bodily Autonom
y

（
か
ら

だ
の
自
己
決
定
権
）
は
、
そ

う
い
っ
た
選
択
と
は
相
対
す

る
選
択
で
す
。

　
言
葉
を
変
え
る
と
、
「
自

分
の
心
と
体
の
声
を
聞
い

て
、
自
分
が
最
も
腑
に
落
ち

る
選
択
を
し
よ
う
」
と
い
う

も
の
で
す
。
今
自
分
が
持
っ

て
い
る
知
識
や
人
と
の
関
係

性
、
お
金
や
仕
事
な
ど
の
資

源
を
全
部
加
味
し
た
上
で
、

し
っ
か
り
自
分
と
向
き
合

い
、
自
分
の
大
切
に
し
て
い

る
価
値
に
沿
っ
た
自
分
で
い

ら
れ
る
よ
う
、
選
択
し
よ

う
。
そ
ん
な
選
択
を
、
自
分

　
実
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
普
及

は
国
連
（
Ｕ
Ｎ
）
で
採
択
さ

れ
たS

u
stain

ab
le 

Developm
ent Goals

（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。⑴
　

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
３
「
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉
を
」
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
７
に
「
２
０
３
０
年

ま
で
に
、家
族
計
画
、情
報
・

教
育
及
び
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
の
国
家
戦
略
・
計
画

へ
の
組
み
入
れ
を
含
む
、
性

と
生
殖
に
関
す
る
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
全
て
の
人
々
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
」
が
あ

り
ま
す
し
、
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
５

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
６

に
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）の
行
動
計
画
お

よ
び
北
京
行
動
綱
領
、
な
ら

　
私
た
ち
一
般
社
団
法
人
Ｓ

Ｒ
Ｈ
Ｒ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
２

０
２
２
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同

で
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
に
つ
い
て
の
意
識

調
査
」
を
実
施
。
楽
天
イ
ン

サ
イ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
パ
ネ

ル
を
用
い
て
、
性
別
、
年

齢
、
地
域
を
割
り
付
け
た
３

０
０
５
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
左
記
（
表
１
）
の
尺

度
に
基
づ
き
３
つ
の
質
問
を

し
ま
し
た
。
結
果
は
表
２
の

通
り
で
す
。

　「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

は
、
個
人
が
各
々
の
価
値
観

に
合
っ
た
人
生
を
歩
む
た
め

に
必
須
で
す
。
人
口
が
減
少

し
て
い
く
私
た
ち
の
社
会
に

お
い
て
、
一
人
一
人
が
よ
り

良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
「
か
ら

だ
の
自
己
決
定
権
」
は
社
会

全
体
で
大
事
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
今
の
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
　

一
つ
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど

の
政
策
の
改
革
が
必
要
だ
、

と
社
会
に
訴
え
る
こ
と
で

す
。

　
本
調
査
で
は
、
学
校
で
の

性
教
育
が
自
分
の
性
行
動
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し

た
人
は
わ
ず
か
７
％
で
し

た
。
ま
た
、
「
妊
娠
不
安
の

経
験
が
あ
る
」
人
の
ほ
う

が
、
よ
り
、
ピ
ル
や
Ｉ
Ｕ
Ｄ

な
ど
の
確
実
な
避
妊
を
選
択

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
確

実
な
避
妊
を
し
て
い
る
か
ら

不
安
が
な
い
、
の
で
は
な
く

験
し
た
女
性
で
も
14
％
が
腟

外
射
精
で
避
妊
し
て
お
り
、

ピ
ル
や
Ｉ
Ｕ
Ｄ
、
避
妊
手
術

を
選
択
し
て
い
る
の
は
わ
ず

か
10
％
で
し
た
。
産
婦
人
科

医
師
と
し
て
自
分
が
自
分
の

持
ち
場
で
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ

多
い
な
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と

は
、
自
分
自
身
の
「
か
ら
だ

の
自
己
決
定
権
」
を
育
て
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
身

と
対
話
し
、
納
得
の
い
く
選

択
を
重
ね
る
こ
と
は
、
意
外

と
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
同
時
に
、
そ
れ
こ
そ
幸
福

の
追
求
に
不
可
欠
だ
と
も
思

い
ま
す
。
自
分
の
「
か
ら
だ

の
自
己
決
定
権
」
を
意
識
す

る
と
、
自
然
と
他
者
の
こ
と

も
大
切
に
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
か

ら
、
議
論
と
建
設
的
な
発
想

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
機
関
紙
『
家
族
と
健
康
』

の
読
者
の
皆
様
の
多
く
は
Ｓ

Ｒ
Ｈ
Ｒ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
健

康
を
支
え
て
お
ら
れ
る
方
々

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
側
面
で
、「
か
ら
だ
の

自
己
決
定
権
」
の
応
援
団
と

な
り
、
連
携
し
て
よ
り
よ
い

未
来
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

て
、
実
際
に
不
安
に
な
っ
た

「
経
験
」
が
先
に
あ
っ
て
、

そ
れ
か
ら
確
実
な
避
妊
方
法

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
各
自
の
職
場
で

出
会
う
一
人
一
人
（
患
者
さ

ん
や
お
客
さ
ん
、
市
民
な

ど
）
に
、
か
ら
だ
の
自
己
決

定
権
を
促
す
対
応
を
す
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

本
調
査
で
は
、
産
後
の
女
性

（
産
婦
人
科
医
療
従
事
者
に

家
族
計
画
を
学
ん
だ
は
ず
の

女
性
）
の
12
％
が
腟
外
射
精

で
避
妊
を
し
て
お
り
、
こ
の

割
合
は
未
産
婦
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
。
中
絶
を
経

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
大

切
な
人
や
周
囲
の
人
も
で
き

る
よ
う
に
、
も
っ
と
言
え

ば
、
社
会
の
構
成
員
一
人
一

人
が
個
々
の
価
値
に
沿
っ
た

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
社
会

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
、
と
い

う
社
会
運
動
が
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

普
及
活
動
で
す
。

び
に
こ
れ
ら
の
検
討
会
議
の

成
果
文
書
に
従
い
、
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
お
よ
び
権

利
へ
の
普
遍
的
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
達
成
で

き
た
か
ど
う
か
を
測
定
す
る

尺
度
〝indicator

〞
が
設
定

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ

の
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
５
タ
ー
ゲ
ッ
ト

６
を
測
定
す
る
尺
度
の
一
つ

が
、
「
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
」
を
測
定
す
る
尺
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。
⑵

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

を
持
ち
や
す
い
の
で
し
ょ
う

か
？
　
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回

帰
分
析
を
し
た
結
果
を
示
し

ま
す
。

　
男
性
よ
り
も
女
性
の
方

が
、
収
入
は
４
０
０
万
円
以

上
の
方
が
、
未
婚
よ
り
既
婚

の
方
が
、
学
歴
は
高
い
方

が
、
「
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
」
を
持
つ
人
の
割
合
が
高

く
な
る
、
と
い
う
結
果
で
し

た
（
表
３
）
。

　
で
は
、
日
本
の
女
性
は

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

を
持
つ
人
が
多
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
国
際
比
較
の
た
め
に
、
49

歳
以
下
の
既
婚
女
性
に
限
定

し
て
集
計
し
、
57
か
国
の
途

上
国
と
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
１
で
す
。
⑶

　
な
ん
と
、
日
本
の
女
性
は

途
上
国
と
比
較
し
て
も
、
か

ら
だ
の
自
己
決
定
権
を
持
た

な
い
の
で
す
。
途
上
国
は
、

女
性
が
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
自
己

決
定
権
を
持
た
な
い
こ
と
が

大
き
い
の
に
比
し
て
、
日
本

は
、
性
行
為
の
自
己
決
定
、

避
妊
の
自
己
決
定
が
極
端
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

表２　 からだの自己決定権を持つものの割合

男性 女性
３側面全ての自己決定 36% 43%
避妊の自己決定 76% 69%
性行為の自己決定 47% 61%
ヘルスケアの自己決定 94% 96%

表１

49歳以下の既婚女性について
•避妊するかどうか自分で決めているか
•性行為をしたくないときにNoといえるか
•自分のヘルスケアについて自分で決めているか
全ての問に「YES」と答えるものが、
「からだの自己決定権」を持つ女性

要因 オッズ比 (95% Confi dence 
interval)

性別
男性 1
女性 1.50 (1.26-1.78)

収入
年収400万円以下 1
年収400万円以上 1.31 (1.08-1.60)

結婚
未婚 1
既婚 1.43 (1.15-1.78)

子ども
1人以上子どもあり 1
子どもなし 1.12 (0.91-1.39)

年齢

18‒29 1
30‒49 0.85 (0.64-1.14)
50‒64 0.78 (0.58-1.05)
≥ 65 0.60 (0.43-0.83)

学歴

中学卒業 1
High school 2.06 (0.96-4.41)
Junior college 1.95 (0.91-4.19)
University 2.44 (1.15-5.21)
Graduate school 3.30 (1.46-7.44)

表３

いけだ・ゆみえ
京都大学大学院医学研究科健
康情報学博士課程
NPO法人女性医療ネットワ
ーク副理事長
一般社団法人SRHR Japan
代表理事

―略歴―2003年京都大学医
学部卒業。総合内科医として

の研修終了後、女性を総合的にサポートできる医師にな
るために産婦人科に転向。11年リバプール熱帯医学校
リプロダクティブヘルスディプロマを経て、12年米国
内科学会インターナショナルフェローシップによりメイ
ヨークリニックで女性内科研修。現在、神戸市立医療セ
ンター中央市民病院女性外来、二宮レディースクリニッ
ク婦人科外来を担当。

図１　からだの自己決定権についての国際比較
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〜
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
と

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

（Bodily Autonom
y

）
〜

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
普
及
を
測
定
す
る
尺
度

日
本
人
の「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

私
た
ち
の
社
会
の
「
か
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自
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め
に

日
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に
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　（島根大学保健管理センター　河野美江）
・ 出生前検査の情報提供ウェブサイト公開
　―出生前検査認証制度等運営委員会

第828号（2023年3月1日発行）
・【海外情報クリップ】外性器の美容整形―スウェーデン
・ 市谷クリニックへようこそ！
　（東京都不妊・不育ホットライン相談員　田中さとみ）
・第22回健やか親子21推進本部総会開催
・ ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わ
け）－〈第60話〉低用量ピル　中薬審特別部会を通過、販売は来年
７月か
・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈31〉
　 これまでもこれからもOC／LEP！
　（エナレディースクリニック　木村美帆）
・３月１日から７日は「子ども予防接種週間」
・「女性の健康週間」特設Webコンテンツ公開―厚生労働省
・４月開始の「９価HPVワクチン」15歳未満は２回接種の方針

第829号（2023年4月1日発行）
・【海外情報クリップ】経口薬による妊娠中絶―米国
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け）－〈第61話〉カトリック司教会がピル反対集会開催
・市谷クリニックへようこそ！
　（思春期／EC・OC担当相談員　圡屋啓子）
・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈32〉
　 OC／LEPは私のメンター
　（Joyレディースクリニックくもじ　大島教子）
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両
立
支
援
事
業
紹
介

　
京
都
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
弊
セ
ン

タ
ー
）
の
「
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
事
業
」
は
、
２
０

１
７
年
に
開
始
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
は
、
①
労
働
者
や

事
業
場
か
ら
の「
相
談
対
応
」

②
両
立
支
援
に
つ
い
て
の

「
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
③

事
業
場
を
訪
問
し
て
両
立
支

援
制
度
の
導
入
な
ど
の
助
言

を
す
る
「
個
別
訪
問
支
援
」

④
事
業
場
を
訪
問
し
、
労
働

者
の
復
職
支
援
へ
の
助
言
を

行
う
「
個
別
調
整
支
援
」
が

主
と
し
た
活
動
で
す
。ま
た
、

京
都
府
下
の
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
等
と
協
定
を
結
び

「
両
立
支
援
出
張
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
な
ど
と
の
連
携
で

は
、
京
都
労
働
局
が
事
務
局

を
し
て
い
る
「
両
立
支
援
推

進
チ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
使
用
者
団
体
、
医
師

　
本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
産
業
保
健
専
門
職
と
し
て
「
治
療
と

仕
事
の
両
立
支
援
事
業
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
、
京
都
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
の
松
田
雅
子
さ
ん
に
、
行
政
と
連
携
し
た
両
立
支
援
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
流
行
下
の
訪
問
活
動
、
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
編
集
部
）

会
、
社
会
保
険
労
務
士
会
、

労
働
組
合
、
京
都
府
や
市
な

ど
の
各
種
機
関
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
機
に
、

京
都
府
健
康
福
祉
部
健
康
対

策
課
が
ん
対
策
係
に
お
声
掛

け
い
た
だ
き
、
「
が
ん
予
防

委
員
派
遣
事
業
」
と
し
て
、

50
人
未
満
の
事
業
場
を
訪
問

し
、
両
立
支
援
の
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
ま
だ
、
両
立
支
援
事

業
を
担
当
し
て
４
年
と
経
験

が
浅
い
た
め
、
労
働
者
（
患

者
）
、
事
業
場
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
何
が
原
因
で
困
っ
て
い
る

の
か
？
」
を
電
話
や
面
談
で

お
聴
き
し
、
両
立
支
援
を
取

り
巻
く
現
状
を
把
握
し
よ
う

と
し
て
い
る
途
中
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
話
か
ら
、
少
し

ず
つ
掴
め
て
き
た
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
両
立
支
援
は
大
企
業
で
は

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
日
本
で
99
・
７
％
を

占
め
る
中
小
企
業
で
は
、
労

働
者
が
が
ん
や
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
に
な
る
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
の
発
生
確
率
が
低
い
た

め
、
労
使
双
方
が
ど
う
し
て

よ
い
か
分
か
ら
ず
、
不
十
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
退
職
に
至
る
と
い
う
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
メ

ー
ル
連
絡
で
の
表
現
力
、
マ

ナ
ー
の
欠
如
か
ら
感
情
的
な

労
使
対
立
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労

働
者
に
は
「
労
働
契
約
」
と

い
う
認
識
が
な
い
人
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
医
師
を
は
じ
め
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

な
ど
）
か
ら
は
、
「
今
ま
で

は
治
療
の
ケ
ア
ば
か
り
で
、

患
者
さ
ん
の
仕
事
内
容
を
尋

ね
た
り
、
一
緒
に
考
え
た
り

す
る
、
と
い
う
支
援
は
し
て

い
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
を

聞
き
ま
す
。
医
療
の
現
場
で

は
、「
就
業
規
則
」「
休
職
制

度
」
「
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
の
産
業
保
健
の
考

え
方
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る

訪
問
活
動
自
粛

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
る
20
年
４
月
の
緊
急
事
態

宣
言
以
降
、
弊
セ
ン
タ
ー
も

病
院
へ
の
出
張
相
談
は
も
ち

ろ
ん
、事
業
場
へ
の
訪
問
、啓

発
セ
ミ
ナ
ー
も
一
旦
中
止
と

し
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

「
現
場
へ
足
を
運
び
、
顔
を

合
わ
せ
て
情
報
交
換
す
る
」

と
い
う
活
動
が
一
切
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
17
年
に
京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、
京
都
府
立
医
科

大
学
附
属
病
院
の
２
病
院
と

の
協
定
か
ら
始
ま
っ
た
出
張

相
談
窓
口
は
、
11
病
院
ま
で

増
や
し
て
い
ま
し
た
（
現
在

13
病
院
）
。
そ
う
は
言
っ
て

も
、
両
立
支
援
の
相
談
は
年

間
０
件
と
い
う
病
院
も
多
か

っ
た
た
め
、
６
か
月
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
各
病
院
を
訪
問

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
情

報
交
換
を
行
い
、
両
立
支
援

を
意
識
し
て
い
た
だ
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

産
業
保
健
と
医
療
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
コ
ロ
ナ
時
代
に
な
る
前
か

ら
、
病
院
を
訪
問
し
た
り
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
両

立
支
援
の
相
談
を
い
た
だ
い

た
り
し
た
際
に
「
病
院
内
で

は
、
こ
ん
な
工
夫
や
苦
労
を

さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
学

ぶ
機
会
が
多
く
あ
り
、
そ
の

情
報
を
、
今
悩
ん
で
い
る
他

の
病
院
に
も
お
伝
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動

制
限
が
始
ま
り
、
医
療
と
の

連
携
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ

と
を
危
惧
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
両
立
支
援
相
談

窓
口
連
絡
会
議
」と
題
し
て
、

月
１
回
、
毎
月
第
３
火
曜
日

の
15
〜
16
時
に
、「
事
前
参
加

予
約
不
要
、途
中
参
加
・
途
中

退
出
Ｏ
Ｋ
」
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
い

つ
も
多
忙
な
た
め
、
な
る
べ

く
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
、

ル
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、

「
教
職
員
の
両
立
支
援
の
難

し
さ
」
「
脳
疾
患
治
療
後
の

車
の
運
転
許
可
の
判
断
」

「
両
立
支
援
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
事
例
、
退
職
し
た

と
で
、
医
療
と
産
業
保
健
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
振
り
返
り
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
参
加
い
た
だ
い
た

病
院
か
ら
「
院
内
の
他
の
部

署
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
」
「
病
院
だ
け
で
な
く
、

事
業
場
や
他
の
支
援
機
関
と

も
っ
と
つ
な
が
り
た
い
」
な

ど
の
前
向
き
な
ご
意
見
を
頂

い
て
い
ま
す
。
私
も
も
っ
と

地
域
保
健
や
行
政
と
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
を
広
げ
、

労
働
者
や
ご
家
族
、
事
業
場

へ
の
「
途
切
れ
の
な
い
支

援
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

開催月 参加病院数 取り上げたトピック

４月 10病院17名 •療養・就労両立支援指導料の算定にあたって、困難を感じた点は？
•産保センター相談事例の共有（会社・労働局・産保での話合い事例）

５月 ６病院10名 •教職員の両立支援の難しさ
•脳疾患治療後の車の運転許可の判断

６月 10病院14名 •両立支援に繋いだきっかけを教えてください
•両立支援推進チームの紹介

７月 ７病院９名 •うまくいかなかった事例、退職した事例はありますか？
•傷病手当金受給期間と会社を休める期間の違い

８月 ６病院11名 •両立支援に取り組んだ中小事業場の紹介
•社内制度を利用して両立支援できた事例はありますか？

９月 ６病院12名 •院内・院外などの事例検討会にどのように関わっていますか？
•就労の相談が少ないです。他の病院はどんな働きかけ？

10月 ７病院11名 •９月27日両立支援推進チーム会議の報告
•院外機関との連携はどのように行っていますか？

11月 ９病院12名 •難病⇒骨髄移植⇒復職の意見書発行（指導料請求）の事例
•難病の支援について

12月 ６病院10名 •やむを得ず退職となった場合の対応について
•会社で健康保険に入っていない人や、自営業の人の支援は？

１月 ６病院11名 •「医療者のための『経済毒性』がよくわかるワークショップ」参加報告

２月 ８病院12名 •がん相談支援センターにはどんな本を置いていますか？

３月 ７病院10名 •ハローワーク就職支援ナビゲーターの紹介

事
例
は
？
」
「
就
労
の
相
談

が
少
な
い
で
す
。
他
の
病
院

で
は
ど
ん
な
働
き
か
け
を
し

て
い
ま
す
か
？
」
な
ど
、
各

病
院
か
ら
他
の
病
院
に
聞
い

て
み
た
い
こ
と
の
問
い
か
け

や
、
産
業
保
健
の
立
場
か
ら

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
月
に
は
、
あ
る
病
院

か
ら
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
ど
ん
な
本
を
置
い

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
投

げ
か
け
を
い
た
だ
き
、
交
流

会
に
参
加
し
た
８
病
院
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
報
告
し

て
く
れ
ま
し
た
。
弊
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
、「
病
院
に
よ
っ

て
体
制
や
規
模
が
こ
ん
な
に

も
違
う
の
だ
な
」
と
認
識
し

た
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

は
、
弊
セ
ン
タ
ー
と
各
病
院

が
お
互
い
を
知
る
貴
重
な
場

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
行
動
が
制
限
さ
れ
た
こ

54職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から
松田　雅子京都産業保健総合支援センター

　産業保健専門職（保健師）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
展
開
し
た

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
事
業


